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【
足
立
・
瓦
・
森
和
夫
通
信
員
】

今
年
度
私
が
担
当
す
る
六
木
分
会

は
、
足
立
支
部
の
中
で
4
0
0
人

と
い
う
組
合
員
数
の
多
い
分
会
で

す
。
年
間
実
増
を
め
ざ
し
こ
の
秋

の
拡
大
月
間
で
は
、
「
超
え
ろ
！

チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
高
み
を
目
指

そ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
意
気
込

み
を
表
し
、
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

六
木
分
会
は
前
半
戦
か
ら
チ
ラ

シ
ま
き
と
組
合
員
訪
問
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
1
件
で
も
多
く
対

象
者
や
組
合
員
、
事
業
所
ま
わ
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
組
合
内
事
業

所
の
社
長
さ
ん
に
新
入
社
員
が
い

た
ら
、
協
会
け
ん
ぽ
で
な
く
土
建

国
保
を
と
訴
え
る
と
「
新
し
い
職

人
が
入
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
協
力
し
ま

す
」
と
よ
い
返
事
が
。
分
会
で
も

脱
退
防
止
・
定
着
の
一
環
と
し
て

新
加
入
者
説
明
会
を
す
す
め
て
い

て
、
清
水
分
会
長
は
知
り
合
い
の

新
加
入
者
を
自
宅
に
招
き
、
組
合

メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
、
「
困
っ
た

時
に
は
組
合
に
連
絡
を
」
と
伝
え

て
い
ま
す
。

六
木
分
会
で
は
10
月
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
を
予
定
し
て
お
り
、

新
加
入
者
や
組
合
対
象
者
を
さ
そ

い
交
流
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
加
入

者
を
迎
え
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

【
品
川
・
書
記
・
吉
田
ゆ
め
通

信
員
】
品
川
支
部
中
延
分
会
は
、

2
年
目
と
な
る
村
山

分
会
長
の
も
と
、
結

束
し
て
、
組
合
員
さ

ん
へ
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
中

延
分
会
は
、
拡
大
行
動
こ
そ
若
手

の
出
席
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

若
手
・
子
育
て
世
代
も
一
定
数
在

籍
し
て
い
る
分
会
で
す
。
分
会
長

は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
も
使
い
、
行
事

の
周
知
や
参
加
を
働
き
か
け
て
い

ま
す
。
9
月
は
2
つ
の
分
会
内
事

業
所
か
ら
加
入
が
あ
り
、
節
目
目

標
2
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

第
4
次
行
動
日
と
な
る
9
月
27

日
は
、
村
山

分
会
長
と
上

野
山
組
織
部

長
、
オ
ル
グ

の
小
林
副
委

員
長
と
で
3
件
訪
問
し
、
2
件
で

組
合
員
さ
ん
と
ご
家
族
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
部

バ
ス
ハ
イ
ク
や
本
部
70
周
年
イ
ベ

ン
ト
・
青
年
部
の
屋
形
船
な
ど
家

族
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
中

心
に
お
話
し
し
、
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

村
山
分
会
長
は
分
会
の
今
後
に

つ
い
て
、
「
組
織
の
若
返
り
を
進

め
て
、
若
い
子
か
ら
若
い
子
に
広

げ
て
い
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

新しい仲間（左）を迎え笑顔の六木分会・
清水分会長（中）、小針組織部長（右）

【
台
東
・
塗
装
・
遠
藤
顕
寛
通

信
員
】
9
月
27
日
、
松
が
谷
分
会

の
第
3
次
拡
大
統
一
行
動
の

夜
、
、
セ
ン
タ
ー
の
神
吉
会
館
に

鈴
木
本
部
書
記
を
含
め
て
9
人
参

加
、
2
班
に
分
か
れ
て
出
発
。

自
転
車
組
と
歩
き
組
、
私
は
歩

き
組
に
参
加
。
こ
の
夜
、
そ
れ
ぞ

れ
に
4
軒
ず
つ
に
決
め
、
歩
き
組

は
2
軒
で
本
人
、
次
に
奥
さ
ん
に

会
え
、
他
2
軒
は
残
念
な
が
ら
不

在
。
一
応
資
料
と
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ

シ
、
グ
ッ
ズ
な
ど
を
ポ
ス
ト
に
入

れ
て
お
き
ま
し
た
。
会
え
た
お
宅

で
は
、
拡
大
で
回
っ
て
い
る
こ
と

と
土
建
ま
つ
り
や
、
子
育
て
世
代

向
け
の
と
し
ま
え
ん
Ｂ
Ｂ
Ｑ
へ
の

お
誘
い
、
奥
さ
ん
な
ら
主
婦
の
会

役
員
が
世
間
話
を
交
え
な
が
ら
説

明
な
ど
を
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
へ
戻
っ
て
か
ら
は
、

班
ご
と
の
報
告
と
点
検
。
支
部
で

は
現
在
、
目
標
56
人
の
と
こ
ろ
18

人
、
松
が
谷
分
会
は
6
人
の
目
標

で
3
人
で
す
。
有
力
な
情
報
も
少

な
く
て
、
春
ほ
ど
の
直
属
・
事
業

所
の
新
規
雇
用
加
入
も
見
込
め
ま

せ
ん
。
し
か
し
分
会
内
地
域
訪
問

は
、
仲
間
の
耳
に
残
り
ま
す
。
確

率
は
と
も
か
く
、
粘
り
強
く
団
結

し
て
目
標
に
向
か
い
ま
す
。

【
府
中
国

立
・
書
記
・

佐
藤
瑞
樹

記
】
府
中
国

立
支
部
は
、

役
員
・
書
記

局
を
先
頭

に
、
9
月
で

3
・
5
％
支

部
目
標
達

成
、
順
調
に

成
果
を
積
み

上
げ
ま
し

た
。
月
間
行

動
で
は
、
訪

問
と
対
話
を
最
重
点
項
目
と
し
て

提
起
し
、
春
と
比
べ
て
訪
問
件
数

も
飛
躍
的
に
上
が
り
ま
し
た
。

支
部
独
自
の
「
聞
き
取
り
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
作
成
・
活
用
し
な
が

ら
、
対
話
し
て
い
る
と
、
色
々
な

事
が
見
え
て
き
ま
す
。
「
仲
間
に

一
人
親
方
労
災
未
加
入
で
現
場
に

入
れ
ず
困
っ
て
い
る
人
が
い
る
」

「
10
月
1
日
か
ら
社
保
未
加
入
の

会
社
は
現
場
入
場
で

き
な
い
と
言
わ
れ
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い

う
事
業
所
等
々
、
様

々
な
話
を
掘
り
起
こ

せ
ま
す
。
ま
た
、
ア

ン
ケ
ー
ト
以
外
の
会

話
で
も
、
「
土
建
国

保
の
扶
養
家
族
で
も

入
院
医
療
費
は
無
料

と
初
め
て
知
っ
た
」

な
ど
、
東
京
土
建
の

制
度
理
解
も
進
ん
で

い
ま
す
。

月
間
の
訪
問
行
動

は
、
あ
ら
た
め
て
組
合
を
認
識
し

て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
い

つ
か
実
を
結
ぶ
と
推
進
委
員
会
で

再
確
認
し
、
10
月
行
動
で
さ
ら
な

る
飛
躍
を
勝
ち
取
る
た
め
意
思
統

一
し
ま
し
た
。

【
板
橋
・
内
装
・
成
瀬
晃
一
通

信
員
】
板
橋
支
部
秋
の
拡
大
第
4

次
行
動
は
、
支
部
60
周
年
記
念
行

事
の
大
ど
け
ん
ま
つ
り
開
催
直
前

の
9
月
29
日
に
行
な
わ
れ
、
各
分

会
と
も
準
備
に
追
わ
れ
る
中
で
あ

っ
た
が
、
訪
問
行
動
に
精
魂
を
注

い
だ
。

人
見
前
本
部
委
員
長
が
板
橋
支

部
役
員
待
遇
と
し
て
復
帰
し
た
こ

と
が
、
各
分
会
組
織
部
長
の
士
気

を
上
げ
る
こ
と
に
一
役
買
っ
て
、

そ
の
情
熱
が
十
分
伝
わ
っ
た
。

11
月
1
日
の
拡
大
打
ち
上
げ
を

お
い
し
い
酒
で
迎
え
る
た
め
に
各

分
会
出
陣
式
を
盛
大
に
行
な
い
、

9
月
2
日
の
活
動
者
会
議
に
お
い

て
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
示
し
、
綿
密
な

作
戦
を
立
て
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
っ
た
。

全
組
合
員
訪
問
を
基
本
と
し
つ

つ
も
、
こ
れ
な
ら
出
来
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
書
い
て
く
れ
た
組
合
員
を

中
心
に
訪
問
し
、
ど
け
ん
ま
つ
り

の
ポ
ス
タ
ー
や
立
て
看
板
の
設
置

の
お
願
い
と
ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
交
流
会
の
参
加
を
促
し
、

組
織
増
大
に
つ
な
げ
た
い
。

スローガンを掲げる北赤羽の仲間

さらなる飛躍を目指す府中国立の仲間

【
北
・
書
記
・
和
田
光
太
郎
記
】

第
3
次
行
動
に
入
り
、
各
分
会
と

も
行
動
の
参
加
者
、
訪
問
対
話
件

数
も
増
え
、
そ
れ
に
伴
い
徐
々
に

対
象
者
も
見
つ
か
り
だ
し
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今
月
間
8

人
を
目
標
に
奮
闘
し
て
い
る
北
赤

羽
分
会
で
は
、
40
代
ま
で
の
組
合

員
リ
ス
ト
を
も
と
に
連
日
参
加
者

が
3
班
に
分
か
れ
て
訪
問
対
話
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

話
題
の
中
心
は
10
月
1
日
の
大

住
宅
デ
ー
で
す
。
北
赤
羽
の
地
域

は
北
区
の
中
で
は
若
い
居
住
者
が

多
く
い
る
地
域
で
40
代
ま
で
の
組

合
員
が
1
0
0
人
以
上
い
る
分
会

で
す
。

第
3
次
初
日
の
昼
間
に
は
分
会

所
属
の
若
手
事
業
主
が
2
人
拡
大

し
、
勢
い
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

夜
間
行
動
で
は
連
日
の
参
加
者
が

固
定
化
し
て
い
る
問
題
は
あ
る
も

の
の
、
大
ベ
テ
ラ
ン
津
金
組
織
部

長
が
長
年
繰
り
返
し
行
な
っ
て
い

る
「
足
を
つ
か
っ
て
仲
間
と
の
対

話
」
で
の
拡
大
運
動
を
参
加
者
で

実
践
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
有
力
対
象
者
も
見
つ

か
り
み
ん
な
で
目
標
達
成
に
む
け

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

【
豊
島
・
塗

装
・
大
嶋
清
子

通
信
員
】
10
月

3
、
4
日
の
第

5
次
行
動
で
上

池
袋
本
町
分
会

セ
ン
タ
ー
に
、

組
合
員
さ
ん
は

15
人
、
本
部
の

碇
谷
書
記
、
担

当
の
瀬
谷
支
部

書
記
が
両
日
と

も
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
が
広
く
離
れ
て
い
る
た
め

地
図
を
確
認
し
な
が
ら
、
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
配
布
を
17
件
。
夜
は
一
本

の
道
を
間
違
え
る
と
、
と
ん
で
も

な
い
所
に
出
て
し
ま
い
大
変
で

す
。
4
日
の
昼
間
15
件
配
布
し
、

ポ
ス
タ
ー
も
5
枚
貼
れ
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
目
標
達
成
に
は
な
り
ま

せ
ん
が
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

豊
島
支
部
は
中
間
決
起
集
会
を

10
月
15
日
に
開
催
し
ま
す
。
1
部

は
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
2
部
は
交

流
会
と
ミ
ニ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
で

す
。月

間
の
終
盤
に
向
け
、
多
く
の

仲
間
の
行
動
参
加
を
期
待
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

宣
伝
と
訪
問
に
全
力

足で稼いで対話

足立・
六 木

昼間行動で２人成果

新
加
入
者
、対
象
者
招
き
Ｂ
Ｂ
Ｑ

土
建
ま
つ
り
に
誘
う

台東・
松が谷

粘
り
強
く
声
を
か
け
る

北

・

北
赤
羽

豊島・上池袋本町分会
昼も夜も歩いて

周
年
行
事
を
バ
ネ
に

板橋

アンケートで聞き取り
９月で３．５％超

人
見
前
委
員
長
も
復
帰

府
中
国
立

若
返
り
す
す
め
る

品川・
中 延

村
山
分
会
長
の
も
と
結
束


